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す 聞くな水幼生 あらっしがと他 のはま集込るい 性個のつあ
る じてい族いプこるクたて な い の ツ ク 発 ず 時 む 。る体が体他てる
ロ仲平 。館とラのロラらい い 2_クヅラ達な巳こか丸の異がに
間た以できンた ゲ ク るが鰐ラ，ミゲしい獲とない守ない 、 こ し

( で い 前はかクめ らラわ、徴どクとな 。物がり大央るる触のか
ニ紹ならト、 しゲけ 浮 が類ラ異い口がで大事にこ 。手典し

:美 男すなを金正緊 毒妥芸差雲忠信号JjS号ささ星空定品す寄宿
学 ランたか性活ら 遊にる活 。に 、 て の ま か の 獲 円 か な 場本 な体
准 ゲク触飼なを親 す な 。を自付若い特つるだ物がりる合や姿変
教 類 ラ手育の送ま るつ親とら 着 いる徴たこがを口空 口 、6 の異
授 iにゲがででるで のてに も は す 時 。もくと、のでい 相本個が
) 属 と 多き、。ー で自なに泳るに 他唇は採みあて 称の体あ

の
大
き
さ
で
あ
る

0
.

傘
の
ゼ
ラ
チ

ン
質
は
触
る
と
や
や
硬
め
で
、
円

盤
状
の
傘
の
頂
は
平
た
く
な
っ
て

い
る
。

体
の
中
央
付
近
が
紅
色
で
美
し

い
。
こ
の
胃
腔
(
い
こ
う
)
を
彩

る
空
所
は
叩
個
の
部
屋
に
分
割
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
生
殖
巣
も

形
成
さ
れ
る
。

触
手
は
、
普
通
の
ク
ラ
ゲ
で
は

京
都
大
学
瀬
戸
臨
海
実
験
所
の
傘
の
縁
か
ら
伸
び
る
が
、
・
γヅ
ミ

北
浜
ヘ
冬
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ク
ク
ラ
ゲ
は
傘
の
途
中
か
ら
触
手
が

ラ
ゲ
の
一
つ
に
、
大
型
の
ツ
ヅ
ミ
す
ら
り
と
生
じ
て
い
る
。
触
手
の

ク
ラ
ゲ
が
あ
っ
た
。
肉
眼
で
確
認
根
元
は
膨
ら
ん
で
い
な
い
の
も
特

で
き
る
ほ
ど
で
、
直
径
数
匂
ほ
ど
徴
で
あ
る
。
触
手
は
等
間
隔
に
規

則
正
し
く
5
本
あ
る
。
各

触
手
の
聞
に
は
感
覚
器
が

2
個
ず
つ
あ
る
の
で
、
計

叩
個
に
な
る
。
こ
れ
ら
印

個
と
5
本
の
配
置
は
、
普

通
の
ク
ラ
ゲ
が
4
放
射
相

称
で
あ
る
の
と
異
な
っ

て、

5
放
射
相
称
の
つ
く

り
と
な
っ
て
い
る
。
触
手

の
あ
る
傘
に
は
溝
が
縦
に

走
っ
て
い
る
の
も
特
徴
で

久
保
田
信
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